
白楊社創業者・オートモ号製造
豊川　順彌

〈2002年 殿堂入り〉

の人生を終えたのである。時代は孤軍奮闘を強いたが、「学問と実践は一つ」を理想とした豊川順彌氏
は、間違いなく我が国の自動車工業の先駆者であった。 （鈴木一義）

豊川　順彌（とよかわ　じゅんや）　略歴

　当時空冷を選んだ理論的な判断と、その実用化への行動力こそが、我が国の国産自動車の先駆者の
ひとり、豊川順彌氏の真骨頂である。

岩崎彌太郎氏
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空冷エンジンを搭載したアレス号

白楊社の工場内部（上／下）

大正14年、東京洲崎のレースで2位に入ったオートモ号

※108頁～109頁は『20世紀の日本車』平成16年刊（日本自動車殿堂発行）より転載

水谷八重子を起用したオートモ号の広告写真


